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☆掩蔽誤より久しぶりで水星が太陽面通過をやったので，各地の會員たち
は各・々観測した．山本會長や木邊部長は滋賀縣の郷里で，岡林本田爾氏は倉敷
で，叉，大阪のプラネタリウムでは高賊山形大口氏等が観測した．叉，山本進
山口善山繭氏は木邊観測所で観測した．伊達英太郎氏は雲に妨げられた由．以
上は今までに報告が到着した方面であるが，伺ほ其のぽかからも今後報告は集
まるだらう。（詳細は次號にゆつるが，撒値は取り敢へす急報を見られよ．）此
の日（十一月12日），天塩は一般に良く，殊に西の；地方ほど追出に恵まれたが，
東方は雲煙は雨で，東京は朝から雨だったらしい．木邊観測所では危ふい所で
第4鰯が雲に妨げられようとしたが，幸ひに冤がれた由．（1940－11－13．幹事）
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　　　　　　　　　　　　　　　圃
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　獲見談と云ふ程の苦心もロマンスもなV・．それでは樂をして彗星を見つけ出
したかといふと，さうでもない．“組織的の捜索を始めて未だ目も淺くて，語
るべき経験も苦心といふ程のものもない”の意である．どうして，こう云ふ様
　　　　　　　　　　　　メカシな事を始めたかといふと，可笑な話だけれど，自分の此れまでの“稜見”とか
“下立焚見”といふものが，凡て偶獲的になされたものであるから．一“少し
苦榮をしてやらう”と，謂は愛“罪亡し”の様な氣持から起つたのである．然
し，V・ざやり始めて見ると，その困難さは一入であった．口には審されぬ．筆
にも書けぬ．書羅に“望遠鏡を無二矢鱈にあっちこっちに振り廻はしておれば
見付かる”と去ふ檬な事が書いてあるが，あれは嘘だ．こう云った無責任な事
を書くから，彗星が護見されないのだ．“彗星探しと云ふものは非常に困難な
ものではあるが，努力と鼠子は必ずその實を結ばしむるものである”と云ふべ
きだ．“彗星捜索に，適不適は，造られるものではなくして，生れるものだ”と
云ふ言葉の高志は私は知らぬ．私に云は：しむれば，多くの彗星の稜見者は，最
初の彗星の獲見に依って自信と度胸とを持つ様になって，その後のたへざる努
力を以って多くの獲見がなされるのではあるまいかと思ふ．失望と焦躁の幾日
か貸店いて，もはや自信も希望も失なって仕舞つた時，我々を支持し慰めてく
れるものは先人のたどった足跡だ．メシエはどう？　パ1ナ1ドはどうであっ
たか？　り・fドはあMであった，と，これ等の先人の遺した涙ぐましい跡をた
どって我々は再び新しい希望と努力を持つ．こう云ふ過程を経ての獲見だ．嬉
しくない事があらうか1私は冷静な科二者を以て自から任じはしない．赤裸
々の入間をさらけ出して，大室に呼ぶのだ．和牛の翻寂な察氣を破って，大罪
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に自分の獲見を喜ぶのだ．
　今度の彗星獲見以前の事情は，もはや急報にも出た事だし，：或は本田さんが
書かれると思ふから，もうこ玉には書かない．叉，どう云ふ：方法（とりたてx
云ふ程の事もないが）でやってみるか？と，何時か書く一封があると思ふから
次回に譲る．たf私の日常用ふる器機は7センチ，倍率33の屈折望遠鏡で，像
はあまりよくない事だけ加へたい．
　さうして，末尾に，矢張り彗星探しをやられる事を人に推める．たX“初頭に
かいた様に，“彗星探しは容易ならざるものである”と云ふ事を念頭において，
筆を欄くにあたって，一篇をたまはった皆様に厚く御忌を申上げます．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15－11－5，　岡林生）
翻測報告に添へて
　観測報告について二，三申上げます．
　観測地奈良本有地は當片瀬より約3粁程北方の高地（約100－150米）でござい
まして，三月上旬よりの片瀬の観測は西天の連山（天城）のため，下部を約10－
20度遮へぎられますので，三月10日よりの襯測はすべて出向V・て居ります．観
測場所としては相當に良い場所であらうと思ひます．ぼとんど暗黒でございま
して，極遠距離に微光なる燈火一，二あるのみです。たy“A寸不便と感じます
のは，到着いたしますまでに暗黒の近道に約30分を要し，時聞と天候とを十分
に推定をつけなけれぼなりませす，叉，幾度か徒螢に絡つた事もござV・ました
が，重要なる黄道光観測記録の爲と愚へば，何等寝ることはござV・ません．し
かし痛論附近に適當の観測場所を持たぬと云ぴますことは，自由なる観測を或
る程度（カナリ）束縛いたすものとして，観者の1噛みであり，一つの敏陥であら
うと思ぴます．色々と観測して参りますと，黄道光が諸種の氣象に及ぼされる
（眞の黄道光研究の大きな邪魔物としての地球大氣）一の影響などを完全に究
めることが必要ではないかと存じます．黄道光研究上の重要なる観測同行部門
ではございませんでせうか？
　伺ほ，私は：本観測部に氣象課のありませぬのを何か物足りなく存じます．黄
道光ばかりでなく，他の全ての天六観測が氣象上の好條件を利用して，より優
秀なる観測をなすべきことは私如きものが申すまでもなく，銑に：先生が天文講
座にて御述べ下されました様に：重要なるものと信じます．此爲には氣象課が各
種の氣象の研究をなし，観者に最：上の便宜を（種々の年表によって）興へ得べき
でせう．そしてより優秀なる貴重なる記録を残すべきではございませんでせう
かア　重要且つ利用の廣いものではないかと愚考し，氣象課の設置を要望申上
げます．（醍醐生）
